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The author perfわrmed the investlgation or water qualities on the Tagami river successively

lastyear.

In manlClpal ordinance, the Tagami river is located at C-class river, and the water qualities

up to the standard at the upper stream. But atthe lower, lt is very smudged and belowthe E-class.

This is because, at the reglOn Or the lower stream, in splte Or the increase or the population, there is

no drainage arrangements, so thatthe drainage of life i)ow into the Tagami river directry. Here

especially notlClng is the fact,the concentration ofABS came to two times compared that of last year.

緒　　　　　論

公書問題が社会的に大きな話題とをってから大気汚

艶　水質汚染に対する関心度が深まってきている｡著

者は昨年度より鹿児島市内の水質分析を取り上げその

年次変化の基礎資料1)を作りつつあるが,ここに昨年

度に引き田上川の水質を調査しその変化について考察

を行なったので報告する.

測定点は前報同様,田上変電所前,カクイワク工場

前,涙橋下および鴨地中学校前でこれらは殆んど1km

の間隔である.

採水時の状況

採水点における採水日時,水温,気温,天候などは

表1に示してある.をお採水時には全試料は無臭であ

るが最下流の鴨池中学校前のものは採水後2-3日放

置すると悪臭が感じられた.

水温について下流から採水を開始したが上流に行く

に従って下降する傾向が認められるがおそらくこれは

流域の温かい排水の混入の影響と考えられる.また採

水時の試料の色は下流に在るにつれて汚濁が進んでお

り特に鴨地中学校前の試料はひどい.臭気について鴨

池中学校前の試料は採水後悪臭が感じられるが,これ

は生活排水をどに起用する有機物質の腐敗によるもの

と思われる.

pH値

日立一相場M5pH計により測定した結果を図1に

示した. pII値の範囲は6.40-7.25であり河川規準値

内にある.上流より下流にかけてpH値が小さく在る

傾向を示すが,これは有機物質の腐敗による酸生成の

影響ではをいかと考えられる.

透　　視　　度

本法は"日本薬学会協定衛生試験法"に準じたもの

で柴田化学器械工業KKの透視度5型を使用して測定

した.その結果は図2に示してある.

透視度については測定値が10-50　とかをりの変動

が見られるがこれは降雨その他に影響されるからであ

る.晴天が続き比較的水が椅麓であると透視度は50

cm　以上を示すようにをるが,雨が降ると土砂の混入

により小さを借が得られる.本河川の場合はシラス粒

や粘土をどの微粒子により透視度は比較的小さいと云

えよう.
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表1　採水時の諸状況
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SSおよび蒸発残留物

SS(懸濁物質)はグラスフィルター　G4　を用いて

測定した.その結果を図3に示した.これに見られる

ようにSSは天候,流量,流速,宅地造成はどの影響

によるバラツ車が見られ最高280mg/lが測定された.

一方最低値は9mg/才で非常に澄明である.

蒸発残溜物の測定値は表2に示してある.

蒸発残溜物は最高903mg/～,最低152mg/才の値を

示しているがこれはシラス台地を流れているためにシ

ラス中の可溶性ケイ酸が多量に含有されることに起因

している.またSSおよび蒸発残溜物ともに下流の鴨

池中学校が最も多い結果を示した.

CaイオンおよびMgイオン

EDTA法によりCaイオンおよびMgイオンを測定

しCaイオンは表3にまたイオンMgは図4に示した.

日本の河川の平均水質によると　Ca　イオンは8.8

mg/∫,Mgイオンは1･9mg/72)であるが,この値と本

河川の測定値を比較すると田上発電所前,カクイワタ

工場前および涙橋下の採水点では殆んど変ら覆いが最

下流の鴨池中学校前においては異常に高い値と覆って

いることがわかる.この原因はこの地域の生活排水に

よるものと考えられるが特にMgイオンは著るしいも

のがある.これは後述するが海水の逆流の影響もか覆

りあるものと考えられる.
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表2　蒸発残溜物の測定値(mg/∫)

;I:∴: :L･一･:

72. ll.　8

〝　11. 16

〝　11. 27

〝　12.　5

〝　12. 13

〝　12. 19

73. 1. 10

〝　1. 17

〝　1. 25

〝　1. 31

〝　　2.　8

最　高　値

最　低　値

田上変電所前 ヵクイワタ工場前岳涙橋下i鴨池中学校前

表3　カルシウムイオン濃度(mg/∫)

最　高　値　1　　　8.66

最　小　値　l　　　　5.64

平　均　値　l　　　　7.71

塩素イ　オ　ン

l

㌔

1

の鴨池中学校前では極めて多量の塩素イオンが混入し

ていることが認められた.これは生活排水は勿論,港

チオシアン酸第二水銀法により塩素:オンを求めた　　水の逆流による影響もかなり認められる.しかし乍ら

結果を図5に示した.図から見られるように塩素イオ　　昨年度と比較して見るとこの値はかをり高く異常況象

ンの量は下流に行くに従って増えているが第4測定点　　が起こっているものと考えられる.
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アンモニア性窒素

一般にアンモニア性窒素は汚染された還元環境にあ

る水中に見出される.またアンモニアは主として蛋白

物質の分解によって生ずる.田上川は生活排水の浪人

がか在り多く,また流域に農耕地を控えているために

肥料中のアンモニアが流入する機会もあることからそ

の畳を測定した.結果を表4に示した.

この結果から推定すると涙橋下のところまでは大体

平均0.73mg/Zであり日本河川の平均値0.2mg/J　と

較べるといささか大きを値を示しているが,鴨池中学

校前では1.72mg/lを極めて大きを値と覆っている.

田上川は流量約30,000m3/日　であり小さを河川であ

る.しかも生活排水は16,000m3/日　と半分以上が流

入しており,下流地域は人口が密集しているためその

排水の影響が極めて大きいことが顕らかである.

表4　アンモニア性窒素の測定値(mg/∫)

下

COD

過マンガン酸カリ法によって求めたCOD測定値

を図6に示した. COD　値から有機物の量や汚染の状

態を知る手がかりが得られるという. COD値は一般

に下流に行くにつれて大きく在る傾向が見られる.こ

れは上流より下流に在るにつれて汚染度がひどく在っ

ていることを意味するものである.特に鴨池中学校前

の汚染がひどく在っていることがわかる.

ABS

最近主婦を中心に洗剤問題が注目されてきているが

その洗浄力の強さや便利さをどから界面活性剤がか覆

り家庭内で使用されている.しかし改質されたとはい

え汚染源と在っているアルキルベンゼンスルフォン酸

ソーダ(ABS)はまだかをり使用されているものと思

われるためABSの量を測定した.その結果が第7図

である.この結果0.40-2.95mg/lの測定値が出てい

るがやはり下流の人口密集地帯に高濃度が集中してい

る.
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考　　　　　察

以上の実験の結果,全体的に汚染が急激に進んでい

る事がわかる.日本の河川の平均水質に較べた場合は

本河川が都市を流れる-小河川とはいえ各項目とも著

るしい大きを(悪い)値が得られた.本河川はC級河

川に指定されているがこの条件に適するものは　PH

値のみでありほかの測定値はE級よりも悪い結果であ

る.また各項とも下流に在るほどその汚染がひどくや

はり家庭排水,工場排水が大きく影響していることか

ら早急に下水道の完備が望まれるものである.特に鴨

池中学校前ではか怒りの汚染度が認められるし昨年度

に比較してABSが約2倍以上に在っていることは要

注意のことと思われる.
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